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今
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、
豊
か
な
感
性
を
育
て
命
の
大
切
さ
を
知
る
と
い
う
点
で
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
そ
の
一
因
と

し
て
、
情
操
教
育
、
と
り
わ
け
学
校
現
場
で
鑑
賞
教
室
や
表
現
活
動
を
重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
演
劇
鑑

賞
教
室
・
学
校
巡
回
公
演
は
、
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
年
）
に
「
推
進
す
べ
き
活
動
」
と
し
て
文
部
省
に
も
認
め
ら
れ
、
最

高
時
の
九
〇
年
度
に
は
、
七
九
二
三
の
小
中
学
校
で
約
四
六
〇
万
人
の
子
ど
も
た
ち
が
鑑
賞
を
し
て
い
る
。
学
校
は
、
日
本
の

児
童
・
青
少
年
演
劇
を
育
て
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
演
劇
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
場
で
あ
っ
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
、
生
き
る
力
を
育
て
る
た
め
に
、
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
鑑
賞
教
室
の
充
実
が
必
要
と
考
え

る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

そ
の
一
方
で
、
児
童
青
少
年
演
劇
に
携
わ
る
演
劇
人
の
社
会
的
経
済
的
地
位
は
、
数
あ
る
芸
能
の
分
野
の
中
で
も
極
め
て
低

い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
行
事
の
過
密
化
、
少
子
化
等
の
も
と
で
、
演
劇
鑑
賞
教
室
・
学
校
巡
回
公
演
（
以
下
、
鑑
賞
教

室
と
す
る
）
の
活
動
は
困
難
さ
を
増
し
て
い
る
。 

一 

一
九
九
〇
年
四
月
二
六
日
付
で
文
部
省
教
育
助
成
局
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
宛
に
、「
要
保
護
及
準
保
護
児
童
生
徒

援
助
費
補
助
金
校
外
活
動
費
（
宿
泊
を
伴
わ
な
い
も
の
）
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、 

芸
術
文
化
振
興
と
し
て
の
「
演
劇
鑑
賞
教
室
・
学
校
巡
回
公
演
」
の
充
実
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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二 

現
在
、
一
般
中
小
企
業
を
含
め
た
我
が
国
の
労
働
者
の
平
均
年
収
は
、
四
七
〇
万
円
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
児
童

青
少
年
演
劇
に
従
事
す
る
専
門
演
劇
人
は
、
日
本
児
童
青
少
年
演
劇
劇
団
協
議
会
（
加
盟
七
五
劇
団
、
観
客
数
一
千
万
人
）

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
経
験
二
〇
年
で
平
均
年
収
二
四
〇
万
円
で
あ
る
。
消
費
税
等
の
負
担
も
加
わ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
よ
り

豊
か
な
芸
術
創
造
を
保
障
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
り
、
そ
の
存
続
さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
で
あ
る
。 

2 

「
通
知
」
が
学
校
の
担
当
者
に
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
要
保
護
及
準
保
護
児
童
の
鑑
賞
費
分
が
劇
団
に
支
払
わ
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
不
徹
底
の
原
因
と
し
て
、
事
務
連
絡
は
年
度
を
過
ぎ
る
と
後
任
の
担
当
者
に
引
き
継
が
れ

て
い
か
な
い
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
通
知
」
の
内
容
を
実
行
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
「
通
達
」
と
し
て
改 

1 

こ
の
「
通
知
」
は
、
地
方
自
治
体
、
小
中
学
校
に
ど
の
よ
う
に
徹
底
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
文
部
省
は
、

現
在
こ
の
「
通
知
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
。 

劇
団
等
が
実
質
自
己
負
担
を
し
て
き
た
、
要
保
護
及
準
保
護
児
童
生
徒
の
学
校
公
演
鑑
賞
費
を
、
公
的
負
担
の
対
象
と
し
て

認
め
る
旨
の
事
務
連
絡
で
あ
る
。 

一
方
、
小
中
学
校
の
鑑
賞
教
室
の
鑑
賞
料
金
は
、
父
母
負
担
の
軽
減
と
い
う
立
場
か
ら
低
廉
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
加 

め
て
徹
底
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

四 

 



 

三 

学
校
五
日
制
の
実
施
に
よ
り
、
多
く
の
学
校
で
学
校
行
事
の
精
選
が
も
と
め
ら
れ
、
鑑
賞
教
室
の
実
施
に
も
影
響
を
与
え

て
い
る
。
授
業
数
は
減
少
し
て
も
、
学
習
指
導
要
領
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鑑
賞

教
室
や
児
童
生
徒
の
表
現
活
動
は
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
教
育
関
係
者
の
共
通
の
認
識
で
も
あ
る
。 

九
七
年
に
全
国
児
童
青
少
年
演
劇
協
議
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
と
大
阪
亜
立
こ
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
行
っ
た
全
校

生
徒
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
阪
市
で
は
、
学
校
外
で
自
主
的
に
演
劇
を
鑑
賞
す
る
機
会
が
あ
る
子

ど
も
の
割
合
は
、
わ
ず
か
三
％
に
す
ぎ
ず
、
他
の
都
道
府
県
で
も
大
差
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
演
劇
に
関
し
て
言
え
ば
、
学

校
で
鑑
賞
教
室
を
実
施
し
な
い
限
り
、
ご
く
一
部
の
子
ど
も
た
ち
に
し
か
演
劇
に
触
れ
る
機
会
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ 

え
て
少
子
化
に
よ
っ
て
劇
団
等
の
公
演
収
入
は
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
現
在
、
い
く
つ
か
の
地
方
自
治
体
で
な
ん
ら

か
の
補
助
金
を
支
出
し
、
鑑
賞
教
室
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
一
部
で
あ
る
。 

る
。 全

国
津
々
浦
々
、
都
市
部
や
離
島
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
鑑
賞
教
室
を
実
現
・
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
児
童
一
人
あ
た
り

い
く
ら
（
一
人
五
〇
〇
円
を
三
才
か
ら
一
七
才
の
子
ど
も
に
補
助
す
る
と
し
て
一
〇
四
億
円
程
度
）
と
い
う
国
の
補
助
を
検

討
す
る
と
き
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 
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六 

学
校
の
鑑
賞
教
室
な
ら
び
に
芸
術
や
情
操
教
育
に
関
わ
る
行
事
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
文
部
省
と
し
て
も
各
方
面
へ
の
働

き
か
け
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
に
鑑
賞
教
室
や
児
童
生
徒
の
表
現
活
動
を
盛
り
込
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

右
質
問
す
る
。 


